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2) Jegosapogenol及びその tetra-acetateのマススペクトル及び SeO2 酸化反応並びに誘導体のNMR
スペクトルを考察して Jegosapogenolがその四つの水酸基をD, E環に有する β-アミリン型 トリテル
ペンアルコールである事を示した｡ 以上の結果及び Jegosapogeno1-tri-acetateの分子内エポキシ化反応
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(Ⅱ- Ⅱ) より Jegosapogenolの構造がその絶体配位も含めて (Ⅰ) 式である事を確立した｡




れた｡ これは著者が Jegosapogenolに対して提出した構造式と平面構造式は同じであるが, Barringto･
genoICに含まれる α- グリコールの配位は trans-diaxial(21α-OH;22β-OH)が与えられており, 著
者は NMRデータからtrans-diequatorial(21β-OH;22α-OH)を与えた｡ その後直接標品を比較した
結果, 両者の同一である事がわかった. そてで α- グリコールの立体化学を明らかにすべく16α, 21α-
epoxy-3β, 22α, 28-triacetyljegosapogenol(Ⅱ) から22β異性体 (Ⅳ) を合成してそれらの NMRデ
ータの比較からC-21, C-22の立体配位は Barua等の提出式は誤まりであって, 著者の提出した構造式
で正しいことを明確にした｡
さらにこの結果を用いて既に構造式の提出されているBarringtogenoID,Aescigenin,Protoaescigenin
及び Isoaescigeninの C-21及び Ct-22の絶対配位を訂正した｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨








個々の性質, それらの相互関係を決定した｡ さらにマススペクトル, 核磁気共鳴スペクトルなどの結果を
考察して, エゴサボゲノールの構造を絶対配位をも含めて確定した｡ 又この構造研究の途中に行なわれた





出されている構造の誤りを指摘し, バ リングトー ゲノ- ルD, ヱスチゲニン, プロトエスチゲニン, およ
びイソヱスチゲニンの C-21, C-22の絶対配位を訂正し, それらの正しい構造を提出した｡
本論文は薬学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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